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業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成30年 11月５日開催の取締役会において、平成30年５月15日に開示した平成31年３月期通

期（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）の業績予想の修正及び期末配当予想の修正を行うことを決議

いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１. 平成31年３月期 通期連結業績予想数値の修正 

（平成30年４月１日～平成31年３月31日）                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 14,000 2,350 2,340 1,600 23.12円 

今回修正予想（Ｂ） 14,300 2,400 2,370 1,700 24.57円 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 300 50 30 100 ― 

増 減 率（ ％ ） 2.1% 2.1% 1.3% 6.3% ― 

（参考）前期実績 

（平成 30 年３月期） 
13,168 1,910 1,824 1,249 19.71 

（注）前提為替レート 米ドル  110円（前回見通し公表時 110円） 

           ユーロ  135円（前回見通し公表時 135円） 

 

２．業績予想の修正理由 

平成 31 年３月期の建設機械市場の見通しにつきましては、前回通期の業績予想を公表した平成 30 年

５月 15 日時点と比較し、油圧ショベルをはじめとした建設機械需要は、北米や東南アジア市場を中心に

各地で想定を上回る見通しであり、当社の売上高も当初の想定を上回る見通しであります。  

このような外部環境の変化に加え、当社がグループ一体となり取り組んでいる利益創出体制の確立を

企図した全社的プロジェクト「Project PAC 18」の取り組みにより、前回公表した通期の業績予想を上回

る見通しとなったため、平成30年５月15日に公表した通期の業績予想の修正を行います。 

 

a. 売上高については、ライン用フィルタに関しては、北米及び東南アジア市場の堅調な需要に支えられ、

前回開示した業績予想に比べ約 2.7％の増収となる見込みです。また、補給用フィルタに関しては、

一部地域を除き、建設機械の稼働時間は各地で安定的に推移しており、需要は堅調に推移することが



 

想定されることから、前回開示した業績予想に比べ約 2.7％の増収となる見込みであり、売上高全体

では、前回開示した業績予想に比べ約2.1％の増収となる見込みです。 

 

b. 営業利益については、売上高の増加及び「Project PAC 18」実施によるコスト削減効果が見込まれる

一方、将来の収益獲得のための人材確保、研究開発費用等の発生が見込まれることから、前回開示し

た業績予想に比べ2.1％の増益となる見込みです。 

 

c. 経常利益については、営業利益の増加に伴い、前回開示した業績予想に比べ 1.3％の増益となる見込

みです。 

 

d. 親会社株主に帰属する当期純利益については、経常利益の増加に伴い、前回開示した業績予想に比べ

6.2％の増益となる見込みです。 

 

 

３．期末配当予想の修正理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置付けたうえで、財務体質の強化と

今後の事業展開に必要な内部留保の充実を勘案し、安定した配当政策を実施することを基本方針としておりま

す。 

上記の基本方針ならびに当社を取り巻く経営環境等を総合的に勘案し、中間配当については１株につき２円

50銭とすることとし、期末配当予想については、前回予想より１円00銭増額し、１株につき３円50銭に修正

いたします。これにより、年間の配当予想は、６円00銭となり、前年度と比較した場合、当社は平成29年12

月１日を効力発生日として普通株式１株を５株の割合で分割しておりますので、当該株式分割を考慮した場合

の前年度の年間配当は１株当たり３円60銭となり、２円40銭の増配となる予定です。 

また、連結配当性向は24.4％となります。 

 

 

  年間配当金(円) 

  第 2四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想 

（平成30年５月15日発表） 
2.50 2.50 5.00 

今回修正予想 ― 3.50 6.00 

当期実績 2.50 ― ― 

前期実績 7.00 2.20 ― 

（平成30年3月期） 

（株式分割考慮後） 
(1.40) ― (3.60) 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


